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体育集会雨天中止 ⇒ ロコモ体操を教室で実施 23日
★台風12号の影響で秋雨前線が活発となって明け方から降雨となってしま
い、体育集会が実施できませんでした。連休明けと言うこともあり、学級で
「ロコモ体操」を行い体をほぐし、今週のスタートが調子よくできるようにしま
した。例年ならば、運動会の全体練習を行っている
時期で、毎日が練習に励んでいるはずなのですね。

今年は新型コロナのために運動会も実施できず、この時期の子ども達の運
動量は相当少なくなっているのが現状ですからね。いかに身体を動かすこと
が大事なのかは、子ども達自身も分かってくれていると思います。

★ スティーブ先生着任 新しいALT着任まで 23日 ★
★ヘンリー先生が急に帰国してしまい日野先生が1人で頑張っていた英語の授業
でしたが、ようやく代わりの先生が着任しました。これまでにも何回も玉小に来て、
英語の指導をしてくれた「スティーブ エイチソン（Steve Aitchison）」先生です。
現在派遣会社ではヘンリー先生に代わる新しいＡＬＴを配
置準備中で、それまでの間の約3週間、玉小の英語の授
業を手伝ってくれます。ベテランで指導の上手い先生で

す。ＡＬＴのトレーナー指導担当で授業も日本語も上手、でも授業中は英語
かな～。廊下や教室で会ったら英語の挨拶を交わしてくださいね。

「耳鼻科検診」を実施しました 23日
★新型コロナ対応で、校医の塚田先生による耳鼻科検診もこの時期になっ
ての実施となりました。検診者は１年生全員と検診が必要な児童約200人。
今回も、整列や受診する時に密にならない対策を講
じながら行いました。耳鼻科検診は、耳や鼻の中を
診るための器具を使います。使用する器具は事前に

滅菌し安全なものを1人ずつ使っていますので安心してください。
※耳鼻科についても要治療のお知らせがあった場合には、早めに受診して、
治療済みの報告を学校に出してください。

aby 給食が通常提供になりました 23日～ mkp
●メールでもお知らせしたとおり、先週から通常の給食が再開しました。献立
は予定通りです。また、坂本、平野、清水先生の給食指導については、10月
中旬頃から再開する連絡も来ています。本当に学校給食はありがたいです
ね。給食センターの皆さんの努力に感謝するには、子ども達が給食を残さず
しっかりと食べることです。お弁当の子は毎日作ってくれている家族のために

残さず食べてくださいね。
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□■ 今後の実施を検討（臨時運営委員会）23日 ■□
◆新型コロナ感染症予防措置で様々な学校行事が中止や内容変更になっている現状で、今後の玉
小としてできることを協議、検討しました。意見等を紹介します。詳細が確定次第お知らせします。
【学習参観】⇒学校公開はできない。数日間の参観期間を設けて行い、参観者を分散させる必要が
ある。各学年の参観期間は別日となるようにして、参加者も人数を限定した方が密にならず安全。通
常の授業を観てもらう。事前に参観期間中の観たい授業の希望をとり１つの授業に集中しない工夫
も必要。玉小は保護者用の首掛け名札がないので、あればどの子の保護者か分かる。学習参観を実
施することは、保護者の皆さんが見に来てくれるので子ども達の大きな励みになる。
【体育的行事】⇒運動会の代替発表の場を改めてつくるのは難しい。学習参観で通常の体育の授業
を観てもらう。11月の持久走大会は実施の方向で準備を進める。保護者の応援場所の分散は必要。
今年は、新型コロナの特別な年として持久走大会をメインに実施したい。
【6年生活躍の場】⇒大きな諸行事が中止となり、学校の顔としての頑張る機会をつくることが大事。
クラブやたてわり活動など色々な所で、6年生自身に頑張っている実感を持たせてやりたい。

クラブ活動①「顔合わせ・組織・活動内容決定」24日
◆クラブ活動もやっとスタートしました。今年は12のクラブで、「バドミントン」
「卓球」「バスケバレー」「外ボール運動」「テニス」「理科・実験」「手芸」「コンピ
ュータ」「図工イラスト」「音楽」「知的ゲーム」「ダンス」となりました。それぞれ
に4～6年生の希望した子ども達が参加し、毎回の活動に楽しく取り組みま
す。回数は減りましたが、所属クラブで仲良く頑張って欲しいです。

%&%&%& たてわり活動① 「顔合わせ」 25日 %&%&%&

★クラブと同様にたてわり活動もやっとスタートしました。初回は「顔合わせ」
あいにくの雨で各教室に集合。6年生が進行役となって、班のめあて発表を
して、自己紹介し合ったり、クイズを楽しんだりしました。振り返りでは今日の
感想や次回にやりたい遊びなどを発表してもらいました。今年は、単に「遊
び」をするだけではなく、感染予防も考慮して活動をつくることが6年生の大
事な役目ですね。下級生の良き手本となって頑張って欲しいです。

こうちょうのひとりごと

■21日(月)の上毛新聞に6年生の川村多聞くんのお父さんの記事が掲載さ

れました。 1学期の間多聞くんと一緒に住んでいた岩手県から、なんと群馬

県まで歩いて戻ってくるという凄い事を成し遂げました。 記事によると､

児童養護施設の子ども達への支援活動をしながら､ 約500キロの道のりを

20日以上かけて踏破したそうです。 今後の支援に期待したいですね。

●23日の昼の時間に全校放送で､ 教頭先生から子ども達に厳しく注意をしました。 どんな事かと言

うと､ 「歩道の縁石の上を歩いていて､車道の方にも入る危険な歩き方をしている。 このようなこと

はしてはいけません。」と…。 実は､ このような様子について､ 今回も学校へ知らせがあったのです。

ふざけて歩いている子が､ もし縁石の上でつまずいて車道側に転んでしまったらどうなるでしょう

ね。 車にひかれてしまうことは誰でも分かる事です。 玉小の子が事故に遭うことは､ 先生達や家族､

子ども達だって望んではいませんからね。 現実にならないように､ ご家庭でも「道路の縁石の上を

歩くことは､ 絶対にしてはいけないこと」 として厳しく話をしてください。


